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授業内容（主な構成）
１
Body Image  No1 Body Image  No1 Body Image  No1 Body Image  No1 Body Image  No1






































呼吸の実習 五感 からだの叡智　 いのちと響きあう
ノンバーバル・コミュ
ニケーション 触れる実習 五感・ものを知る実習





４サイレント・ウォーク 五感・目かくし冒険 五感・ものを知る実習 呼吸の実習 呼吸の実習 呼吸の実習
呼吸の実習
５












ションの講義 Body Image No2，3
７他者に触れる 呼吸の意味・練習 からだmap 3,4 赤ちゃん呼吸実習
コミュニケーション・ 
プロセス　小講義 五感・Silent Walk
からだmap Body Image  No2.3 メッセンジャー・ ラインのわかちあい 体験学習の小講義 Body Image  No2,3






































ニケーション Body&Feeling Diary Body&Feeling Diary Body&Feeling Diary 今日の学びのまとめ*
Body Image 人に触れる実習 Body Image たくさんの人との関わり合い Body Image
たくさんの人との関わ
りあい 目隠し冒険 五感 呼吸の実習 Body&Feeling Diary
代表的な内容のみを抜粋している。　2010年の授業評価はデータなし。　※Body&Feeling Diaryの分かち合いは、2回目以
降の回で20－30分程度時間をかけて実施している。　*2014年度からの実施項目。毎回の授業の最後に振り返りを実施して
まとめた。
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とスタッフミーティングによる授業運営も体験学習の特徴の一つである。
　６年間の試行錯誤の中で、看護教育として養われるべき力が次第に明らかに
なってきた。一例として「触れる力」がある。初年度の第１回目の授業では、
他者に触れて呼吸を知る実習を行ったが、触れること触れられることに慣れて
おらず、緊張したり抵抗感を感じている学生が多く見られた。また一方で実習
の中で、初めて出会う人と触れることで心が通じた感じを持ったり、温かく気
持ちがよいという今までにない体験をした学生もいた。
　看護という仕事に人と触れ合うことは欠かせないので、授業者にとってこう
した学生の様子はインパクトが強かった。触れることが自然になり、手の伝え
る力と受取る力を豊かにすることは、ボディワークプログラムの大切な要素で
あると捉えた。
　まず、授業という連続性のある枠組みの中でのプログラムであることから、
他者にふれることを含む「呼吸の実習」を行う前に、触れるということに抵抗
感なく実習に取組むことが出来るよう段階的なプログラム構成への組替えを試
みた（表１：網掛けで示した「呼吸の実習」の実施時期の変化、および★印
のついた実習を参照）。具体的には、2010年には「触れる」ことに慣れられる
よう触れることに焦点をあてた実習を先に実施し、2011年からはより自然な触
れあいの中で慣れていけるよう「握手」を活用してきた（詳細後述）。さらに、
2012年からは、援助職者のセルフケアの視点から指ヨガ iiiを導入し、自分自身
で行うセルフケアとペアで相互にほぐしあうペアハンドヒーリングを取り入
れ、「他者への関わり」としての「触れる」の前に、「自分自身」で「触れる」
ことを体験し、「他者への関わり」へと発展できるように構成した。
　触れることに直接かかわる実習を行うだけでなく、触れるという要素を授
業全体にちりばめ、自然な行為になるような工夫も行った。一例を挙げると、
Body&FeelingDiaryは一人ひとりのからだや感じ方が違うことに気づくため
に、毎回異なる人と分かち合っているが、先ず握手をする。そして手の温かかっ
た人から報告するよう指示する。最初は、ほとんどの学生がもう一度握手をし
直して確認しなくては分からない。触れてはいたが、センサーとしては機能し
ていなかったわけである。しかしこれを繰り返していくと、触れた時に自然と
相手の温度を感じ取るようになる。それだけでなく、触れる体験を重ねる内に、
触れているということに敏感に反応する様になる。
2012年度の学生はレポートに次のように書いている。
＊触れあいの実習では、人に触れてもらうという事がどれだけ安心ができ、心地
よいものなのかを学びました。特にパートナーが手の温度が高い子だったので、
とても心地良かったです。触れてもらうだけで、体の温度が上がったような気
がします。パートナーの子は、途中から本気で寝ていました。私が触れている
ことによって、相手も本当に寝てしまう程気持ち良いと思ってくれた事もうれ
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しかったです。触れるというだけで相手を癒せると知りました。
＊泣いている子供の背中をさする、不安になっている子供の背中をさする、触
れることには意味があると知りました。自分の子供にも、言葉だけでなく、
もっともっと触れる事によって“気持ち”を伝えたいと思います。
　もう一点、対人援助職に就く学生でありながら、他の学生との関わりあいを
苦手としている学生が多く観察されたことから、第一学年の春学期に実施する
授業であるため、授業のねらいだけでなく、学習共同体づくりも重要視した。
そのひとつが「出会い表（表中では、たくさんの人との関わり合いと表記）」
によるBody&FeelingDiaryおよび授業時の体験の分かち合いである。クラス
の中で分かち合いをした相手にサインをもらうというシンプルな方法で、毎
回、分かち合いの時にこれまでに組んだことのない相手と組むシステムを取り
入れている。日々、自身の生活の中で変化するからだの状況を記録したBody
&FeelingDiaryを分かち合うことによって緩やかな自己開示を促し、関わり
のネットワークができることが期待される。苦手とする学生も多い一方で、学
生評価では毎年、来年も実施した方がよい内容の上位３つに入っている。学習
の深まりをもたらすとともに、現場で対人援助職としてどう在るか、という学
びの第一歩になることを期待するものである。
４－３． プログラム改善の手がかり／学生の反応
　プログラムの改善は、授業者や参与観察者によるフィードバックのみならず、
学生からの評価も手がかりとして実施してきた。表１の下段には、授業の最後
に実施している学生による授業評価の結果をまとめた。学生による授業評価は、
授業で行った各内容に対して「面白かった、看護師の仕事に役立ちそう、来年
もやった方が良い、もう少し工夫して欲しい、関心を持てなかった、苦手だっ
た」の項目で、該当するものに○をつける方法で複数回答させている。ここで
は「面白かった」の項目は除外し、その他の５項目で○のついた人数を集計し、
「看護師の仕事に役立ちそう、来年もやった方が良い、苦手だった」と感じら
れた上位３つの授業内容を示した。
　学生が「苦手」と意識した内容として、Body&FeelingDiaryがほぼ毎年
挙げられている。BodyImageも回答数が多いことを考えると、自分のからだ
に注意を向け、自分自身を観察するという視点に慣れていないことが伺える。
Body&FeelingDiaryについては、自分のからだを知る手がかりとして、体温
やリズムなど、学生たちにとって身近であり、関心事に近いと思われる内容
をフォローするなどの工夫を重ねている。BodyImageも人型のついた用紙な
ど、取り組みやすいアプローチについて試行を重ねている。一方で、Body&
FeelingDiaryは「役に立つ」「来年も実施した方がよい」内容としても挙げら
れていることから、これまでの学習体系とは異なる学び方や視点を得るうえで
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一定の役割を果たしているようにも思われる。
　学生の視点から「看護師の仕事に役立つ」と思われた内容は、五感（ものを
知る実習、五感の力に関する小講義等含む）およびコミュニケーションに関す
るものが多かった。また、「来年度も実施した方がよい」と思われた内容にも、
五感、次いで、たくさんの人との関わり合いが挙がっていた。五感に関するプ
ログラムは、自分の五感の使い方、それによる他者との世界の捉え方の差異の
発見、知識だけに頼らない判断や関わり合いなどを包含した内容であり、看護
やケアの中で全人的にかかわることの基本となるものであると考えている。学
生の評価からは、学生自身が、自分と他者を全人的に受け止め関わることの具
体的な手がかりを、ボディワークプログラムによって得ていることが伺える。
そのことは、看護において知識だけでなく人間関係の感受性を高めることが重
要であることを、学生自身も理解していることを示唆していると思われる。
４－４． まとめ
　これまで、このような学生の反応を手がかりに、看護教育を典型的な例とし
て対人援助職のためのボディワークプログラムの開発を行ってきた。実践にお
いては、授業者の予想に反して、触れることへの苦手意識、他者との関わり合
いへの戸惑いなどが発見された。本稿では、その他のプログラムや学生の詳細
な反応については触れていないが、対人援助職として必要な力とそれを育むプ
ログラムとして、ボディワークが貢献できる可能性は大きいと思われる。今後
も、観察記録や学生のレポートなどを紐解き、より良いプログラムの構築を進
めたい。
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